
        
            
                
            
        

    

  目次


  

    	13歳のメーガン


    	著作権


    	お問い合わせ先


    	同シリーズの作品


    	献辞


    	謝辞


    	１ 母の意外な提案


    	２ オーク


    	３ 大事な日


    	４ 午後のパーティー


    	５ 夜のパーティー


    	６ メーガンの友人


    	登場人物


    	アンヌン に 思いを馳せて


    	著者の他の作品一覧


  




   


   


   


   


   


   


  13歳のメーガン


  魂の導き役とトラの幽霊と恐ろしい母


   


   


   


  オーウェン・ジョーンズ


   


   


  山田さやか訳


   


   


   


   


   


   


   


   



著作権

１３歳のメーガン

著作権 © Owen Jones 2024

無断転載を禁じます！

Copyright © Owen Jones 2024

All rights reserved.

 

GetCovers がデザインしたカバー

 

発行所　メーガン出版サービス

クリエイトスペース及びキンドルにて

 

　本書における著作権は、１９８８年著作権・意匠・特許法第７７条及び第７８条に従い、オーウェン・ジョーンズ氏が有するものとします。著者の道徳的権利をここに断言します。

　この作品はフィクションです。登場する人物・事象は、著者による架空の産物であり、実在のものとは関係ありません。実在の地名が登場することもありますが、事象は完全にフィクションです。

 


お問い合わせ先

http://facebook.com/angunjones

http://twitter.com/owen_author

TikTok: https://tiktok.com@owen_author http://owencerijones.com

 

オーウェン・ジョーンズ作品の背景などを知ることができる

ニュースレターに登録しませんか。

こちらにEメールアドレスを入力してください。

http://meganpublishingservices.com

 


同シリーズの作品

サイキックミーガンシリーズ

魂の導き役とトラの幽霊と恐ろしい母

誤解

１３歳のメーガン

メーガンの修学旅行

メーガンの試験

メーガンのフォロワーたち

メーガンと迷い猫

メーガンと女市長

メーガン、嘲りに直面

メーガンの祖父母の訪問

メーガンの父、病気になる

メーガン、休暇に出かける

メーガンと泥棒

メーガンとサイクリスト

メーガンと老婦人

メーガンの庭

メーガン、動物園へ行く

メーガン、ハイキングへ行く

メーガンとW.I.料理大会

メーガン、乗馬をする

メーガン、ヨットに乗る

カーニバルのメーガン

メーガンのクリスマス

ミーガンが新型コロナウイルスに感染

 


献辞

本書を、私と兄弟たちを立派に育ててくれた両親コリンとマリオンに捧ぐ。

 

 

 

 

 

 

 

 

 


謝辞

妻とカバーデザインを手伝ってくれた我が友人であるデイビッド・プロッサーへ感謝の意を表す。

 

 

 

 

 

 

 

 

 


１　母の意外な提案

　メーガンの母スザンヌは、六ヶ月前にメーガンを石炭貯蔵庫に閉じ込めたあの日から、全く違う女性になっていた。彼女を閉じ込めていたことについて、メーガンがいつでも父に告げ口をする可能性があることは分かってはいた。しかし、あの恐ろしい日から時が経つにつれ、そうなる可能性はどんどん薄らいでいくようだった。メーガンは彼女を窮地から救い、そのことで彼女はメーガンに負い目があった。メーガンもまた、少なくとも母の前では、彼女の超自然的超能力について語ることは幾分少なくなった。

　メーガンの立場から言うと、やっとのことで再び母を味方にすることができたと感じていた。母娘の無言の協定においては、これまでもそうあるべきであったのだ。母が最初の頃に、メーガンがあの出来事を利用して脅してくるのではないかと心配していたことに、彼女は気付いていた。母が自分をそういう風に見ていることを知って、彼女は傷付いた。ただ、そういうことが起こらないようだと分かると、母は再びこの幼い娘に対して好意を持って接してくれるようになったのだった。

　最初はゆっくりとだったが、時が経つにつれ、だんだんと確実にそうなっていった。

　この『友好協定』のことは、メーガンも母もいつも意識してはいたが、母よりもむしろメーガンの方が協定の維持に努めていた。メーガンは、そのために自分が特別に子どもらしく振る舞うようにしていると感じていた。

　彼女は、母の食事の準備を手伝い、ベッドメイクをし、買い物の荷物を持つのに手を貸し、母が庭の野菜の世話をしているのを見たら、一緒に作業する時間を見つけるようにしていた。スザンヌは特に何もすることはなかったが、それは自分がいつか処刑されるのを待っているからだった。メーガンには母が何を考えているのか、おそらくその考えを逐一書き出せるほどによく分かっている一方で、母にはメーガンが故意に彼女を落ち込ませることは決してしないという感覚が本当になかったのだ。

　しかし、メーガンの１３回目の誕生日が一週間後に迫ったある土曜日の朝、スザンヌは朝ごはんの席で夫とメーガンをこう言って驚かせた。

　「あなた、次の土曜日で１３歳になるでしょう。何かしたいことはある、メーガン？１３歳はすごく特別な誕生日よ。あなたは、もう小さな女の子じゃなくて、ティーンエイジャーになるの。そうよね、お父さん？」

　「その通り。すっかり大きくなって・・・１３歳か。信じられないな。本当にあっという間だ。庭でパーティーを開くっていうのはどうだい？グリーン公園でタープテントを出してもいい。それで音楽なんか流して、ゼリーやブランマンジェを食べて、その後に友だちと踊ったりできるじゃないか。」

　「お父さん！お願いだからジェリーとかブランマンジェみたいな食べ物を出して、友だちの前で恥をかかせないでよね。何考えてるの。」

　「何だって？もうそういうものを食べるほど子どもじゃないって言うのかい、年頃の娘さん？ふーん。でもお前がそうじゃなくたって、お父さんは子どものままだぞ。お父さんはそういう食べ物が大好きなんだ。お子様の食べ物がだーい好きだ。あぁ、おいしいよなー。おいしいよなー。でもしょうがない、お前と同じものを食べるよ。誕生日ケーキはどうする？まさかケーキまで子どもっぽいって言うんじゃないだろうな。」

　「ああ、ケーキは欲しいわ。誕生日ケーキって素敵だもの。でも、その他の食べ物については考えなくちゃ・・・そうね、ピザとカレーはどうかしら。」

　「ピザとカレー？そんなの今までに聞いたことないぞ。カレーとライス。うん、もちろん知ってる。ピザとチーズ。うん、もちろん知ってる、でもピザとカレーは一度だって聞いたことがない。」

　「一緒に食べるわけじゃないわ。ねぇ、お母さん、お父さんがふざけてくるの。」

　「お父さんは冗談を言っているだけよ。気にしないの。時々こんな風にふざけた人になっちゃうのよね。いつもそんな風にね・・・今までに気付いたことなかった？お父さんは、心はまだ男の子のままなのよね、ロバート少年？」

　全員で笑った。

　それは、もう何年もの間、この家族の暮らしの中で失われていたものだった。以前こんな風に時間を過ごしたのは、メーガンが初めて石炭貯蔵室に閉じ込められた時、つまり協定が破られた時より、更に前のことだった。

　「もう行ってもいい？友達に電話をしておきたいの。」

　「行ってもいい『ですか』だろう？もちろんいいよ。あぁそれから、友だちにどのカレーがどのピザのトッピングと合うのか聞くのを忘れないように。」

　「もう、お父さん！」彼女は溜め息をつく振りをして、両親にキスをした。「パーティーのこと、本当にありがとう。今までで一番のパーティーになるわ。楽しみにしてて。」

　自分の寝室の扉を開けると、最初に目に入ってきたのは、ベッドの上で体を伸ばして横になっている、彼女の友人でありトラの幽霊であるグルルだった。グルルは頭をゆっくり持ち上げると、友人を見て大きな音で喉を鳴らした。

　「ほら、どいて。今から色々やらなくちゃいけないことがあるの。」彼女はグルルを小突いた。グルルは撫でてもらおうと彼女の後ろにごろんと転がった。彼女はグルルがいた場所に飛び乗るとベッドサイドテーブルの方に手を伸ばして携帯電話を取った。

　「ジェーン？メーガンだけど。今、お父さんとお母さんがね、１３歳の誕生日パーティーをしてもいいって言ったの！ステキじゃない？来週の土曜日、十三日。そう、私、十三日に１３歳になるのよ。来るでしょ？まだあなたにしか聞いてないけど、学校の仲間たちにも電話するつもり。

　お父さんがタープテントを借りてきてグリーン公園に設置しようかって言ってるの。食べ物、ディスコ、照明、他のもの色々全部・・・。どう思う？

　ピザ、カレー、ゼリー、アイスクリーム、ケーキ、それにケバブ？いいわね！お母さんに注文しておいてもらうわ。

 DJを呼ぶのはどう？

　わ、それすごいいい考え！ジャック・ハマー！超かっこいいし、パーティーにぴったりだわ！分かった。そろそろ切らなきゃ、ジェーン。誰かに会ったら声をかけておいて。その子たちも招待するから。はっきりとした時間が決まったら、電話する。じゃあね。」
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